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■ 収益的収支 …… 日々の営業活動の収支（民間企業の決算状況と同様のもの）

収入の総額12億1，481万円に対し支出は11億918万円。1億563万円の利益を計上しました。

■その他の収入
1,933万円
■一般会計
からの補助
182万円

■加入金
1,896万円
■工事代金
3,353万円

■水道料金
11億4,117万円

収入 12億1,481万円

■その他の支出
4,765万円
■借入金利息の支払い
4,746万円■減価償却費

3億8,717万円 ■検針や料金徴収の
ための費用
1億9,271万円
■水道水を家庭に
届けるための費用
2億5,587万円
■水道水をつくる
ための費用
1億7,832万円支出 11億918万円

利用者からい
ただいたお金

11億円

12億円

13億円

14億円

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

料金体系は
約₃0年間変えず
維持しています

平成₂₅年度水道事業会計の決算状況をお知らせします

収入総額2億4，701万円に対して支出総額は6億6，151万円となり、不足した4億1，450万円は
利益や減価償却費などの営業活動から得た資金で補てんしました。

■その他の収入
1,258万円
■一般会計
からの補助
4,843万円

■国からの補助
2,100万円

■借入金
1億6,500万円

■その他の支出
114万円

■施設整備の費用
5億2,783万円

■借入金の返済
1億3,254万円

収入 2億4,701万円 支出 6億6,151万円

■ 資本的収支 …… 施設整備などで、効果が翌年度以降に収益的収支に発生するものの収支

　水道事業会計は、地方公営企業法に基づき一般会計などの現金の移動による単式簿記ではなく、
民間企業と同様に価値の発生や消費の時点で経理する発生主義の複式簿記を採用しています。

■ 過去10年の水道料金収入の推移

業務効率化や職員削減な
ど経営改革の成果など

により黒字を確保しました。
　しかしながら、人口減少などの影響で
料金収入は左表のとおり年々減少してお
り、数年後には支出総額のラインに均衡
することが想定されます。収支悪化への
対策や水道施設の耐震化などに必要な資
金の確保が今後の大きな課題となります
が、その解決に向けて、より一層の改革
に取り組んでいきます。

まとめ

利益　　1億563万円

不足分を
利益などで
補てん

4億1,450万円

平成25年度
の支出総額


